
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】走行経路要素のフリー支持を用いたリニアガイ

ド装置の走行特性を改善する。

【解決手段】このリニアガイド装置は、転動体循環ユニ

ット１６が、転動体１８がガイドレール１２のガイド経

路１２ａと、ガイドカー１４の走行経路２２ａに、負荷

を受けて係合する負荷受け部２０を有し、ガイドカー１

４の上記走行経路２２ａが、ガイドカー１４と結合した

走行経路要素２２に形成され、該走行経路要素２２が少

なくとも転動体の進入側の端部でガイドカーに支持され

ないフリー支持２４を有しており、フリー支持２４が、

転動体１８の直径Ｄと少なくとも等しい長さＬを有する

ことを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ イ ド レ ー ル （ １ ２ ） 、 該 ガ イ ド レ ー ル （ １ ２ ） 上 を 長 手 方 向 に 往 復 し て 動 き う る ガ イ
ド カ ー （ １ ４ ） 、 及 び 転 動 体 （ １ ８ ） の 無 限 列 が 回 転 す る 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト （ １ ６ ） を
有 す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 （ １ ０ ） に し て 、
　 上 記 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト （ １ ６ ） が 、 上 記 転 動 体 （ １ ８ ） が 上 記 ガ イ ド レ ー ル （ １ ２ ）
の ガ イ ド 経 路 （ １ ２ ａ ） 及 び 上 記 ガ イ ド カ ー （ １ ４ ） の 走 行 経 路 （ ２ ２ ａ ） に 負 荷 を 受 け
て 係 合 す る 負 荷 受 け 部 （ ２ ０ ） を 有 し 、
　 上 記 ガ イ ド カ ー （ １ ４ ） の 上 記 走 行 経 路 （ ２ ２ ａ ） が 、 上 記 ガ イ ド カ ー （ １ ４ ） と 結 合
し た 走 行 経 路 要 素 （ ２ ２ ） に 形 成 さ れ 、 該 走 行 経 路 要 素 （ ２ ２ ） が 少 な く と も 転 動 体 の 進
入 側 の 端 部 で 上 記 ガ イ ド カ ー に 支 持 さ れ な い フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） を 有 す る リ ニ ア ガ イ ド 装
置 （ １ ０ ） に お い て 、
　 上 記 フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） が 、 上 記 転 動 体 （ １ ８ ） の 直 径 （ Ｄ ） と 少 な く と も 等 し い 長 さ
（ Ｌ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 上 記 フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） が 、 上 記 転 動 体
（ １ ８ ） の 直 径 （ Ｄ ） の せ い ぜ い ３ ． ５ 倍 に な る 長 さ （ Ｌ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る リ
ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 上 記 走 行 経 路 要 素 （ ２ ２ ） の 上 記
フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） が 、 上 記 転 動 体 （ １ ８ ） の 直 径 （ Ｄ ） の 少 な く と も １ ． ２ 倍 に 等 し い
長 さ （ Ｌ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 上 記 走 行 経 路 要 素 （
２ ２ ） の 上 記 フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） が 、 実 質 的 に 上 記 転 動 体 （ １ ８ ） の 直 径 （ Ｄ ） の １ ． ６
～ １ ． ９ 倍 に な る 長 さ （ Ｌ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 上 記 走 行 経 路 要 素 （
２ ２ ） の 上 記 フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） が 、 上 記 転 動 体 （ １ ８ ） の 直 径 （ Ｄ ） の せ い ぜ い １ ． ５
倍 に な る 長 さ （ ｌ ） を 有 す る 弾 性 変 形 可 能 な 、 部 分 （ ２ ４ ａ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 上 記 走 行 経 路 要 素 （
２ ２ ） の 上 記 フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） の 少 な く と も 一 部 が 、 進 入 傾 斜 （ ２ ４ ｃ ） と し て 形 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 上 記 走 行 経 路 要 素 （
２ ２ ） の 上 記 フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） が 、 上 記 ガ イ ド カ ー （ １ ４ ） に 設 け ら れ た 窪 み に よ っ て
形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 上 記 走 行 経 路 要 素 （
２ ２ ） の 上 記 フ リ ー 支 持 （ ２ ４ ） が 、 上 記 走 行 経 路 要 素 （ ２ ２ ） に 形 成 さ れ た 窪 み に よ っ
て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に お い て 、 該 リ ニ ア ガ イ ド 装 置
が 、 位 置 検 知 装 置 （ ３ ０ ） を 、 好 ま し く は 、 上 記 ガ イ ド レ ー ル （ １ ２ ） 又 は 上 記 ガ イ ド カ
ー （ １ ４ ） の 一 方 に 位 置 す る 測 定 ス ケ ー ル （ ３ ２ ） と 、 上 記 ガ イ ド レ ー ル （ １ ２ ） 又 は 上
記 ガ イ ド カ ー （ １ ４ ） の 他 方 に 位 置 す る セ ン サ ー （ ３ ４ ） と を 備 え た 誘 導 位 置 検 知 装 置 を
有 す る こ と を 特 徴 と す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に 関 す る 。
　 本 発 明 は 特 に 、 ガ イ ド レ ー ル 、 ガ イ ド レ ー ル 上 を 長 手 方 向 に 往 復 し て 動 き う る ガ イ ド カ
ー 、 及 び 転 動 体 の 無 限 列 が 回 転 す る 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト を 有 す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に 関 す
る 。 こ こ で 、 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト は 、 転 動 体 が 一 方 で ガ イ ド レ ー ル の ガ イ ド 経 路 と 負 荷 を
受 け て 係 合 し 、 他 方 で ガ イ ド カ ー の 走 行 経 路 と 係 合 し た 負 荷 受 け 部 を 有 す る 。 ま た 、 ガ イ
ド カ ー の 走 行 経 路 は 走 行 経 路 要 素 上 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 走 行 経 路 要 素 は ガ イ ド カ ー と
結 合 さ れ て お り 、 ま た 少 な く と も 転 動 体 の 入 り 口 側 の 端 部 で 、 ガ イ ド カ ー に 支 持 さ れ な い
フ リ ー 支 持 を 有 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に 、 リ ニ ア ガ イ ド 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 は 、 走 行 経
路 要 素 の 軸 の 端 の 領 域 に 、 走 行 部 分 要 素 の 関 連 す る 端 の ず れ を 可 能 に す る た め に 窪 み が 設
け ら れ て い る 。 そ れ に よ り 、 一 瞬 負 荷 が か か る 時 、 シ ャ フ ト が 曲 が る 時 、 ま た ガ イ ド シ ス
テ ム に お い て 形 状 が 違 う 時 も 、 言 い 換 え れ ば リ ニ ア ガ イ ド 装 置 の 負 荷 状 態 が 普 通 で な い 時
も 、 転 動 体 が 転 動 体 ユ ニ ッ ト の 負 荷 受 け 部 に 均 一 に 入 る こ と が 保 証 さ れ る 。 走 行 経 路 要 素
の フ リ ー 支 持 の 長 さ は 、 転 動 体 の 直 径 よ り も か な り 小 さ い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 DE19806139A1
【 特 許 文 献 ２ 】 EP1164358A1
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 、 こ の よ う な 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支 持 を 用 い て 、 や は り 完 全 な 正 常 状
態 （ 例 え ば 負 荷 の な い 走 行 ） の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 の 走 行 特 性 が 改 善 さ れ る か ど う か と い う
疑 問 を 扱 う 点 に あ る だ け で は な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 発 明 者 は 、 特 許 文 献 １ か ら 知 ら れ た 措 置 を 純 粋 に 転 用 す る こ と に よ り 、 特 に こ の
文 章 か ら 知 ら れ た 短 い フ リ ー 支 持 を 用 い る こ と に よ り 得 ら れ る 否 定 的 な 試 験 結 果 に ひ る ま
ず 、 別 の 研 究 作 業 や 一 連 の 研 究 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 初 め に 提 示 し た リ ニ ア ガ イ ド 装 置 を 通 常 操 作 す る 際 に も 、 フ リ ー 支 持 が 転 動 体 の 直 径 と
少 な く と も 等 し い 長 さ を 有 す る 時 、 走 行 特 性 が 、 特 に 摩 擦 特 性 及 び 走 行 精 度 が 減 少 す る こ
と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ は 、 走 行 経 路 要 素 が 鋼 で 構 成 さ れ 、 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支 持 の 厚 さ が 実 質 的 に １
～ ３ ０ ｍ ｍ に な る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に 、 ま た 転 動 体 が 鋼 か セ ラ ミ ッ ク ス で 構 成 さ れ 、 実 質
的 に １ ～ ２ ０ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る リ ニ ア ガ イ ド 装 置 に も 特 に 当 て は ま る 。 転 動 体 が 一 方 で
転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト の 負 荷 受 け 部 に 入 る 時 、 他 方 で ガ イ ド レ ー ル の 走 行 経 路 や 、 ガ イ ド カ
ー 又 は 走 行 経 路 要 素 の 走 行 経 路 に 入 る 時 、 転 動 体 の 全 変 形 は 実 質 的 に せ い ぜ い １ ０ ０ μ ｍ
の 大 き さ で あ る 。 全 変 形 の 正 確 な 値 は ヘ ル ツ の 式 で 計 算 さ れ る 。 し か し な が ら 、 経 験 か ら
転 動 体 及 び 走 行 経 路 の 寄 与 は 同 じ く ら い の 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 大 き さ の 基 準 を 考 慮 す る 場 合 、 従 来 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 の 時 よ り も 、 特 に 特 許
文 献 １ に 開 示 さ れ た リ ニ ア ガ イ ド 装 置 の 時 よ り も 、 か な り 良 好 な 走 行 特 性 と よ り 低 い 摩 擦
力 が 、 特 に よ り 低 い 摩 擦 力 の ゆ ら ぎ が 得 ら れ る 。 そ の 理 由 は 、 本 発 明 の 大 き さ の 基 準 の 場
合 、 転 動 体 が 負 荷 な く 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト の 負 荷 受 け 部 の 領 域 に 入 り 、 そ れ で 転 動 体 が つ
っ か え ず に 徐 々 に 負 荷 を 受 け る こ と が 保 証 さ れ る か ら で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 時 に フ リ ー 支 持 の 長 さ を 転 動 体 の 直 径 の せ い ぜ い ３ ． ５ 倍 に 制 限 す る こ と に よ り 、 入
り 口 領 域 が で き る だ け 短 く 寸 法 決 め さ れ 、 そ れ で リ ニ ア ガ イ ド 装 置 が 十 分 な 支 持 特 性 と 剛
性 を 有 す る こ と が 保 証 さ れ る 。 所 定 の 長 さ の 走 行 車 の 場 合 、 入 り 口 領 域 の 長 さ の 増 加 と 共
に 走 行 車 の 支 持 特 性 は 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 例 え ば 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支 持 が 、 転 動 体 の 直 径 の 少 な く と も １ ． ２ 倍 に 等 し い 長 さ
を 有 す る 時 、 例 え ば 実 質 的 に は 転 動 体 の 直 径 の １ ． ６ ～ １ ． ９ 倍 の 長 さ を 有 す る 時 、 非 常
に 良 好 な 結 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 出 願 人 に よ り 実 施 さ れ た 研 究 に よ り 、 実 質 的 に 、 下 部 を 切 り 取 ら れ た 二 つ の 部 分
、 す な わ ち 第 一 部 分 と 第 二 部 分 か ら 構 成 さ れ る 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支 持 が 設 け ら れ る 。
第 一 部 分 で は フ リ ー 支 持 が 転 動 体 の 進 入 に よ り 弾 性 変 形 し 、 第 一 部 分 の 弾 性 変 形 の 結 果 、
第 二 部 分 が 転 動 体 の た め の 進 入 傾 斜 と し て 働 く 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支 持 の 弾 性 変 形 す る 第 一 部 分 の 長 さ
を 、 転 動 体 の 直 径 の せ い ぜ い １ ． ５ 倍 に す る こ と が 提 案 さ れ る 。 第 一 部 分 の 弾 性 変 形 の た
め に 入 り 口 傾 斜 と し て 働 く 第 二 部 分 の 長 さ は 、 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 端 の 領 域 に あ る 転 動
体 が 、 実 際 に 負 荷 な く 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支 持 の 領 域 に 入 る よ う に 寸 法 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 走 行 経 路 要 素 が 非 常 に か た い 時 、 例 え ば 走 行 経 路 要 素 が １ ５ ｍ ｍ 以 上 の 厚 さ の フ リ ー 支
持 を 有 す る 鋼 か ら 構 成 さ れ る 時 、 フ リ ー 支 持 は 一 個 の 転 動 体 だ け に よ っ て 弾 性 変 形 す る わ
け で は な い 。 こ の 場 合 、 フ リ ー 支 持 の 主 変 形 は 、 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト の 負 荷 受 け 部 に 最 も
近 く 配 列 し た 転 動 体 に よ っ て も 引 き 起 こ さ れ る 。 こ の 場 合 、 主 変 形 の 原 因 で あ る 転 動 体 は
、 こ の 転 動 体 の 前 を 走 行 す る 転 動 体 が 正 に 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト の 負 荷 受 け 部 に 入 り 込 む 際
に 、 こ の 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト の 負 荷 受 け 部 か ら 間 隔 を 有 し 、 こ の 間 隔 が 「 弾 性 変 形 す る 第
一 部 分 の 長 さ 」 と し て 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 二 部 分 の 長 さ を で き る だ け 短 く 制 限 す る た め に 、 少 な く と も 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支
持 の 一 部 が 進 入 傾 斜 と し て 形 成 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 こ の 場 合 、 転 動 体 の 負 荷 の な い 進
入 は 、 第 一 部 分 の 弾 性 変 形 に よ っ て 可 能 に な る だ け で な く 、 第 二 部 分 の 適 切 な 造 形 と 、 望
ま し く は 第 一 部 分 の 造 形 に よ っ て も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 特 許 文 献 １ か ら 知 ら れ て い る よ う に 、 走 行 経 路 要 素 の フ リ ー 支 持 は 、 ガ イ ド カ ー に 形 成
さ れ た 窪 み を 有 す る 。 加 え て 又 は 選 択 的 に 、 走 行 経 路 の フ リ ー 支 持 は 、 走 行 経 路 要 素 自 体
に 形 成 さ れ た 窪 み を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 普 通 、 リ ニ ア ガ イ ド 装 置 の 場 合 、 位 置 を 検 知 す る た め に 測 定 装 置 も 用 い ら れ る 。 公 知 の
測 定 装 置 は 異 な る 測 定 原 理 を 用 い る 。 こ れ ら 測 定 原 理 の 幾 つ か 、 例 え ば 特 許 文 献 ２ か ら 公
知 の 誘 導 測 定 原 理 は 、 セ ン サ ー が あ る ガ イ ド カ ー と 、 目 盛 り を 有 す る 測 定 ス ケ ー ル が あ る
ガ イ ド レ ー ル の 距 離 の 変 化 に 敏 感 に 反 応 す る 。 し か し な が ら 、 通 常 の リ ニ ア ガ イ ド 装 置 の
場 合 、 転 動 体 が 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト の 負 荷 受 け 部 に 入 る 際 は 、 脱 線 す る 程 の 負 荷 を 受 け る
た め に 、 ガ イ ド カ ー が ガ イ ド レ ー ル に 対 し て ひ っ か か っ て 動 く 。 こ の ひ っ か か る 動 き に よ
っ て 引 き 起 こ さ れ る 位 置 検 知 信 号 へ の 影 響 は 、 比 較 的 複 雑 な 補 償 プ ロ セ ス を 用 い て そ こ か
ら 取 り 除 か れ な け れ ば い け な い 。 特 に 、 こ の フ リ ー 支 持 が 本 発 明 に 従 う 大 き さ を 有 す る 時
、 ガ イ ド カ ー と 結 合 さ れ た 走 行 経 路 要 素 上 の フ リ ー 支 持 を 用 い る こ と に よ り 、 ガ イ ド カ ー
の ガ イ ド レ ー ル に 対 し て ひ っ か か る 動 き は 減 少 し 、 そ れ に よ り 位 置 検 出 信 号 へ の 影 響 も 減
少 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 に 従 う リ ニ ア ガ イ ド 装 置 は 、 全 体 が 参 照 番 号 １ ０ で 識 別 さ れ る 。 そ れ は 、 ガ イ ド
レ ー ル １ ２ と 、 長 手 方 向 Ａ に ガ イ ド レ ー ル １ ２ 上 を 往 復 し て 動 き う る ガ イ ド カ ー １ ４ を 含
む 。 さ ら に 、 リ ニ ア ガ イ ド 装 置 １ ０ は 、 転 動 体 １ ８ の 無 限 列 が 回 転 す る 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ
ト １ ６ も 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ が 、 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト １ ６ の 負 荷 受 け 部 ２ ０ の 一 部 を 示 す 。 図 １ に 示 す 実 施 形 態
に お い て 、 転 動 体 １ ８ は 右 か ら 負 荷 受 け 部 ２ ０ に 走 行 し 、 ガ イ ド レ ー ル １ ２ に 形 成 さ れ る
ガ イ ド 経 路 １ ２ ａ に 負 荷 を 受 け て 係 合 し 、 ま た ガ イ ド カ ー １ ４ に 結 合 さ れ た 走 行 経 路 要 素
２ ２ に 形 成 さ れ た 走 行 経 路 ２ ２ ａ と 係 合 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 転 動 体 の 入 り 口 の 領 域 で は 、 図 に 示 す よ う に 下 を 切 り 落 と さ れ た 走 行 経 路 要 素 ２ ２ が 形
成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 下 を 切 り 落 と す こ と に よ り 、 そ れ は ガ イ ド カ ー １ ４ に 支 持 さ れ
な い フ リ ー 支 持 ２ ４ を 有 す る 。 走 行 す る 転 動 体 １ ８ の 動 き の 下 で 、 こ の フ リ ー 支 持 ２ ４ は
、 走 行 経 路 要 素 ２ ２ の 本 体 に 隣 接 す る 下 側 部 分 ２ ４ ａ で 弾 性 変 形 す る 。 そ れ で 、 フ リ ー 支
持 ２ ４ の フ リ ー 端 に 隣 接 す る 部 分 ２ ４ ｂ が 、 転 動 体 １ ８ の た め の 入 り 口 傾 斜 と し て 働 く 。
図 １ に お い て 、 フ リ ー 支 持 ２ ４ は 全 部 で 距 離 ｂ だ け ず れ る 。 転 動 体 １ ８ が 右 か ら 転 動 体 循
環 ユ ニ ッ ト １ ６ の 負 荷 受 け 部 ２ ０ の 入 り 口 領 域 に 進 入 す る 際 、 初 め は 完 全 に 負 荷 が な い （
転 動 体 １ ８ ａ ） 。 図 １ に お い て さ ら に 左 に 動 く と 、 転 動 体 は ガ イ ド 経 路 １ ２ ａ と 走 行 経 路
２ ２ ａ の 受 け 面 に 移 動 し 、 初 め は 変 形 し な い （ 転 動 体 １ ８ ｂ ） 。 最 後 に 、 そ れ は 負 荷 受 け
機 能 を 引 き 継 ぎ 、 ガ イ ド カ ー １ ２ の ガ イ ド 経 路 １ ２ ａ と 走 行 経 路 要 素 ２ ２ の 走 行 経 路 ２ ２
ａ の 間 で 、 大 き さ ａ だ け 弾 性 圧 縮 さ せ ら れ る 。 こ れ は 図 １ に お い て 、 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト
の 負 荷 受 け 部 ２ ０ に 位 置 す る 転 動 体 １ ８ ｃ と し て 示 さ れ る 。 転 動 体 １ ８ ｃ の 変 形 し て い な
い 形 は 点 線 で 示 さ れ る 。 上 で 述 べ た フ リ ー 支 持 ２ ４ と 特 に そ の 部 分 ２ ４ ａ の 弾 性 変 形 は 、
フ リ ー 支 持 ２ ４ の 圧 縮 の 際 に 転 動 体 １ ８ に よ っ て か け ら れ る 反 作 用 の 力 の 結 果 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 転 動 体 １ ８ が 完 全 に 負 荷 な く 入 り 口 領 域 に 、 言 い 換 え れ ば 走 行 経 路 要 素 ２ ２ の フ リ ー 支
持 ２ ４ の 領 域 に 入 る の を 保 証 す る た め に 、 フ リ ー 支 持 の ず れ ｂ が 転 動 体 １ ８ の 変 形 の 大 き
さ ａ よ り も 大 き く な け れ ば な ら な い 。 こ れ は 本 発 明 に 従 え ば 、 フ リ ー 支 持 ２ ４ の 長 さ Ｌ が
転 動 体 １ ８ の 直 径 Ｄ と 少 な く と も 同 じ 大 き さ で あ る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 し か し な が ら
、 リ ニ ア ガ イ ド 装 置 １ ０ の 支 持 特 性 を で き る だ け 高 く 維 持 す る た め に 、 長 さ Ｌ は 転 動 体 １
８ の 直 径 Ｄ の せ い ぜ い ３ ． ５ 倍 の 大 き さ で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 に 、 フ リ ー 支 持 ２ ４ の 弾 性 変 形 し た 部 分 ２ ４ ａ の 長 さ ｌ が 、 転 動 体 １ ８ の 直 径 Ｄ の
１ ． ５ 倍 の 大 き さ に な ら な け れ ば な ら な い 。 転 動 体 が 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト １ ６ の 負 荷 受 け
部 ２ ０ に 入 る 際 、 フ リ ー 支 持 ２ ４ が 過 度 に 弾 性 変 形 す る こ と な く 、 転 動 体 １ ８ が 徐 々 に 圧
縮 さ れ る た め に 、 鋼 で 構 成 さ れ る 走 行 経 路 要 素 ２ ０ の 場 合 、 フ リ ー 支 持 ２ ４ の 厚 さ ｄ が 実
質 的 に １ ～ ３ ０ ｍ ｍ の 大 き さ を 有 す る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 走 行 経 路 要 素 ２ ２ の 下 を 切 り 落 と す こ と に 加 え て 又 は も う 一 つ の 選 択 肢 と し て 、 走 行 経
路 要 素 ２ ２ の フ リ ー 支 持 ２ ４ は ガ イ ド カ ー 上 に 窪 み １ ４ ａ を 形 成 す る こ と に よ っ て も 提 供
さ れ る 。 こ の 窪 み １ ４ ａ は 図 １ に お い て 鎖 線 で 識 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ リ ー 支 持 ２ ４ の 大 き な 弾 性 変 形 も な く 、 転 動 体 １ ７ の 負 荷 の な い 進 入 を 保 証 す る た め
に 、 さ ら に は フ リ ー 支 持 ２ ４ の 少 な く と も 一 部 が 、 図 １ に お い て 鎖 線 で 示 さ れ る 入 り 口 傾
斜 ２ ４ ｃ に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 本 発 明 に 従 う リ ニ ア ガ イ ド 装 置 １ ０ は 、 図 １ に 概 略 を 示 し た 、 ガ イ ド レ ー ル １ ２
上 に 位 置 す る 測 定 ス ケ ー ル ３ ２ と 、 ガ イ ド レ ー ル １ ４ 上 に 位 置 す る セ ン サ ー ３ ４ を 有 す る
誘 導 位 置 検 知 装 置 １ ３ を 有 す る 。 一 般 に 知 ら れ て い る よ う に 、 誘 導 位 置 検 知 装 置 ３ ０ の 検
知 信 号 は 、 ガ イ ド カ ー １ ４ と ガ イ ド レ ー ル １ ２ の 間 の 距 離 の 変 化 に 敏 感 に 反 応 す る 。 こ の
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結 合 に お い て 、 本 発 明 に 従 う 走 行 要 素 ２ ２ 上 の フ リ ー 支 持 ２ ４ を 使 用 す る こ と に よ り 、 負
荷 受 け 部 ２ ０ に 入 る 転 動 体 １ ８ に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 、 ガ イ ド カ ー １ ４ の ガ イ ド レ ー ル
１ ２ に 対 し て ひ っ か か る 動 き を 小 さ く 保 つ こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 う リ ニ ア ガ イ ド 装 置 の 概 要 的 な 部 分 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ 　 リ ニ ア ガ イ ド 装 置
　 １ ２ 　 ガ イ ド レ ー ル
　 １ ２ ａ 　 ガ イ ド 経 路
　 １ ４ 　 ガ イ ド カ ー
　 １ ６ 　 転 動 体 循 環 ユ ニ ッ ト
　 １ ８ 　 回 転 体
　 ２ ０ 　 負 荷 受 け 部
　 ２ ２ 　 走 行 経 路 要 素
　 ２ ２ ａ 　 走 行 経 路
　 ２ ４ 　 フ リ ー 支 持
　 Ｌ 　 長 さ
　 Ｄ 　 直 径
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